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政策テーマ①　アフターコロナの働き方を見据えた環境整備

政策テーマ②　地域経済を支えるまちづくり　

デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）の推進 人・企業の呼び込み

地元事業者への支援

雇用の確保と人材の育成 経済活動を支える都市機能の向上

国内外からの観光客誘致・誘客促進

各地域における拠点の機能強化

　釧路市ＤＸ推進方針に掲げる基本理念「スマートフォンの中に市役所が
ある」に基づき、市民の利便性向上や市職員の業務効率化を図るため、本
市のDXの実現に向けた取り組みを進めます。　

■スマート自治体等推進事業（6,604万円）

▲友だち追加は
　こちらから

釧路市ＬＩＮＥ公式アカウント

■テレワーク等推進事業（952万円）

眼下に流れる釧路川を眺めながら
テレワーク

　働き方改革による労働環境の多様化や新型コロナウイルス感染症の影響
などにより、テレワークの活用が加速化する中で、首都圏等から人・企業を
呼び込む切り口として、ワーケーションの取り組みを進め、新たな人の流
れの創出を図ります。

【令和４年度の取り組み】
　ＷＥＢ等各媒体を使ったワーケーション
などの情報発信、首都圏等の企業によるモ
ニターツアー、企業とのマッチングイベン
トへの参加等を行います。

■中小企業・小規模事業者活性化推進事業（4,200万円）　
　中小企業・小規模事業者が行う、ウィズコロナ・アフターコロナを見据
えた売り上げアップや人材確保などの取り組みに対する支援　等

■人材確保・定着促進事業（790万円）
　　若年層の働き手不足が課題となっている中、進学等で転出した若者の「釧
　路で働きたい！」を引き出すため、釧路で生活する安心感の醸成と企業を
　知り地元で働くきっかけづくりとなる事業を実施します。

【令和４年度の取り組み】
・奨学金返済支援制度の創設による経済的支援、地元企業の採用力強化を
　図るためのインターンシップ事業の実施、就職関連サイトの開設を行い
　ます。
・市として職業紹介機能を保有し、地元で働く優位性を積極的にアピール
　することで、ＵＩＪターン就職マッチング制度の運用拡大を図ります。

■介護人材確保事業（2,895万円）
　介護分野における人材確保支援、介護資格の取得支援およびケアサポー
ターの活用促進

■農村地域人材育成推進事業（970万円）　
　農村地域の担い手不足の解消、地元農産物の消費拡大を目的とした、地
域おこし協力隊による釧路の農業・農産物の情報発信、就農希望者への情
報提供・支援

■アドベンチャートラベル推進事業（6,735万円）
　アドベンチャートラベル（AT）を地域の「稼ぐ力」として確立するため
に、海外ＡＴバイヤーとのネットワーク構築やツアー中の行程および安全管
理などを担う人材が必要なため、人材の確保や育成により推進体制を整備す
るとともに、マーケティングの強化等を実施します。

【令和４年度の取り組み】
・ATを推進する専門人材の配置や質の高いコンテンツの造成に向けた支援
　を行います。
・アドベンチャートラベル・ワールドサミット２０２３北海道開催に向け
　て、アドベンチャートラベル・ワールドサミット北海道実行委員会に参
　加し、地域の魅力を世界にアピールします。

アドベンチャートラベル（AT）：
アクティビティ、自然、異文化体験の
３要素のうち２つ以上を含む旅行形態
（写真は冬の釧路湿原カヌー）

■国内観光客誘致事業（293万円）　
　首都圏を中心とした国内プロモーションの実施

■観光情報発信提供事業（2,117万円）　
　台湾をターゲットとしたデジタルプロモーションの実施　等

■（仮称）第８魚揚場施設整備事業（7,885万円）
　　既存の魚揚場施設は、老朽化に伴い衛生管理を確保することが難しいた
　め、高度衛生管理に対応した新しい魚揚場施設を令和５年度以降に整備し
　ます。将来的に釧路港で水揚げされる水産物の付加価値向上、地域水産業
　の持続的な発展につなげていきます。

【令和４年度の取り組み】
　（仮称）第８魚揚場施設整備に係る実施設計・地質調査等を実施します。
【全体計画で約15億9,900万円】

（仮称）
第８魚揚場完成イメージ

「ルート38音別館
おんぽーと」の外観

■国営緊急農地再編整備事業（3,876万円）
　釧路・阿寒地区に点在する小区画で不整形な農地を大区画化するなど大
規模な農地の再編を実施

■東港区北地区緑地管理運営事業（645万円）　
　ＥＧＧの再生および利用促進（カフェ設置含む）に向けた植栽、給排水・
電気等の設備改修　等

■新産業創造等推進事業（420万円）　
　新産業創造に向けた各種調査等の実施

■阿寒地域活性化事業（959万円）　
　阿寒丹頂の里エリア内の魅力向上に向けた施設整備（ＲＶパーク）　等

■音別地域交流拠点施設
　（ルート38音別館おんぽーと）管理運営事業（1,142万円）
　市民や来訪者の方々が交流する拠点施設の維持管理

【令和４年度の取り組み】
　国が運営するマイナポータルの
電子申請サービス（ぴったりサー
ビス）を活用したオンライン申請
の導入や釧路市LINE公式アカウ
ントによる利用者の属性に応じた
情報配信、議会
運営のICT化を
進めます。
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